
国際的視野をもち、世界の人々と協力して、より良い地球環境を未来に残すことに貢献
します。

行動目標 3

国際交流・貢献

　気候変動問題は国際社会が一体となって取り組む
べき重要な課題であり、平成27年（2015年）には、
国際的な枠組みであるパリ協定が採択されていま
す。こうした地球温暖化や生物多様性の減少、海洋
汚染などの環境問題は世界に広がっており、私たち
は身近な問題から地球全体の環境を考え、自らのこ
ととして意識し、行動していくことが大切です。
　また、地球環境問題の解決には、国レベルだけ
ではなく、環境保全への取り組みにおいて他の国と
の市民レベルでのつながりも重要です。より良い地
球環境を未来に残すため、世界の人々と手を携え、
情報交換や相互交流など協働の取り組みを続けてい
きます。

取り組み

①世界の国 と々の環境を通じた協力や交流の推進

　・EWC 環境パネル展は、生きもの、自然、資源、
ごみ、身近なまちのことから平和、福祉、国際、防災、
産業など、市民の持続可能な社会に向けた取り組み

を発表する催しであり、平成 4 年度（1992 年度）
から始まっています。小学生が EWC の活動などで
地球や環境に関して取り組んだ作品の他、中学生・
大人や海外からの作品を展示しています。
　令和元年度（2019 年度）は、パキスタンやソロ
モン諸島など６か国から 807 点の海外作品の出展
がありました。

　・姉妹友好都市である中国・紹興市からの国際
交流派遣事務研修生に西宮市環境計画評価会議の
外部監査の随行をしていただくなど、海外の方と環
境に関する協力や交流を進めています。

②世界の人々への環境情報の発信

　・日本の優れた処理技術や考え方に親しんでもら
うことは、世界の人々へより良い環境を提供すること
につながるとの考えから、廃棄物処理場や環境学習
施設への海外からの視察訪問に協力を行っていま
す。令和元年度（2019年度）は、JICA（国際協力機構）
と連携し、廃棄物分野を中心に海外の政府関係者及
び自治体関係者が視察に訪れることができる機会を
設け、アジア、オセアニア、中東などから延べ 89 人が、
本市の西部総合処理センター内の焼却施設やリサイ
クルプラザ、環境学習サポートセンター等の視察に
訪れました。
　・令和元年（2019 年）10 月に、ソロモン諸島の
ホニアラ市において、西宮市と同様の「環境学習都
市宣言」が行われ、記念式典にあわせ、西宮市長
から応援ビデオメッセージを送付しました。また、
同宣言に先駆け、ホニアラ市長以下 7 名が西宮市
に来訪した際には、本市が平成 15 年（2003 年）
に同宣言を行うに至った経緯の説明や環境関連施設
の案内を行ったほか、両市が直面する環境課題に関
する意見交換を行うなど、相互に交流を行いました。

環境パネル展

海外からの作品出展数
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　気候変動問題は国際社会が一体となって取り組む
べき重要な課題であり、平成27年（2015年）には、
国際的な枠組みであるパリ協定が採択されていま
す。こうした地球温暖化や生物多様性の減少、海洋
汚染などの環境問題は世界に広がっており、私たち
は身近な問題から地球全体の環境を考え、自らのこ
ととして意識し、行動していくことが大切です。
　また、地球環境問題の解決には、国レベルだけ
ではなく、環境保全への取り組みにおいて他の国と
の市民レベルでのつながりも重要です。より良い地
球環境を未来に残すため、世界の人々と手を携え、
情報交換や相互交流など協働の取り組みを続けてい
きます。

取り組み

①世界の国 と々の環境を通じた協力や交流の推進

　・EWC 環境パネル展は、生きもの、自然、資源、
ごみ、身近なまちのことから平和、福祉、国際、防災、
産業など、市民の持続可能な社会に向けた取り組み

を発表する催しであり、平成 4 年度（1992 年度）
から始まっています。小学生が EWC の活動などで
地球や環境に関して取り組んだ作品の他、中学生・
大人や海外からの作品を展示しています。
　令和元年度（2019 年度）は、パキスタンやソロ
モン諸島など６か国から 807 点の海外作品の出展
がありました。

　・姉妹友好都市である中国・紹興市からの国際
交流派遣事務研修生に西宮市環境計画評価会議の
外部監査の随行をしていただくなど、海外の方と環
境に関する協力や交流を進めています。

②世界の人々への環境情報の発信

　・日本の優れた処理技術や考え方に親しんでもら
うことは、世界の人々へより良い環境を提供すること
につながるとの考えから、廃棄物処理場や環境学習
施設への海外からの視察訪問に協力を行っていま
す。令和元年度（2019年度）は、JICA（国際協力機構）
と連携し、廃棄物分野を中心に海外の政府関係者及
び自治体関係者が視察に訪れることができる機会を
設け、アジア、オセアニア、中東などから延べ 89 人が、
本市の西部総合処理センター内の焼却施設やリサイ
クルプラザ、環境学習サポートセンター等の視察に
訪れました。
　・令和元年（2019 年）10 月に、ソロモン諸島の
ホニアラ市において、西宮市と同様の「環境学習都
市宣言」が行われ、記念式典にあわせ、西宮市長
から応援ビデオメッセージを送付しました。また、
同宣言に先駆け、ホニアラ市長以下 7 名が西宮市
に来訪した際には、本市が平成 15 年（2003 年）
に同宣言を行うに至った経緯の説明や環境関連施設
の案内を行ったほか、両市が直面する環境課題に関
する意見交換を行うなど、相互に交流を行いました。

ホニアラ市との交流
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